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Ⅰ メジカ漁場予測

漁業資源課 林 芳弘

１ はじめに

本県における重要な漁業対象種であるマルソウダ（以下、「メジカ」という）は、近年、

曳縄漁における漁獲量が低下している。当該漁業の操業の効率化に資するため、漁場予測に

取り組むこととなった。今年度は、早稲田大学が作成した漁場予測プログラムを用いて、メ

ジカ漁業における漁場予測精度の検証を試みた。

２ 方法

2023 年 1 月 19 日、1 月 29 日及び 3 月 12 日に良漁場と予測された場所が表示された地図

上に、当日メジカが漁獲された場所（以下、「漁獲場所」という）を重ねて表示し、両者の

位置関係を比較した。

1 月 19 日は、漁場探索の目的で 7 隻の漁船が試験的に出漁したため、高知県漁業協同組

合下ノ加江支所を通じて、当日の漁獲場所に関する情報を入手した。なお、7 隻のうち 1 隻

の漁船が GPS ロガーを搭載していたため、その航跡データを地図上に重ねて表示した。

1 月 29 日及び 3 月 12 日は、GPS ロガーを搭載したメジカ漁船 3 隻が出漁していたため、

それら 3 隻の航跡データを解析し、旋回しながら航行している範囲を検出して、その範囲を

漁獲場所とした。

漁場予測を検証した日の高知県沿岸の表層海水温を把握するため、（一社）漁業情報サー

ビスセンター（JAFIC）が配信する水温分布図を用いた。

３ 結果

2023 年 1 月 19 日の漁獲場所、漁場予測及び水温分布図を図１に示した。当日の漁獲場所

は、足摺岬から比較的離れた沖合の一地点にみられた。一方、良漁場と予測された場所は、

足摺岬に近い海域であった。水温分布図によると、黒潮は足摺岬から離岸していた。

1 月 29 日の漁獲場所、漁場予測及び水温分布図を図２に示した。1 月 19 日と同様に、漁

獲場所は足摺岬から比較的離れており、また、良漁場と予測されたのは足摺岬に近い海域だ

った。黒潮はやはり足摺岬から離岸していた。

3 月 12 日の漁獲場所、漁場予測、水温分布図を図３に示した。漁獲場所は足摺岬に近い

海域にみられた。良漁場と判断された海域は、足摺岬の沿岸から沖合にかけて分布していた。

良漁場のうち１か所は、漁獲場所とほぼ重なった。黒潮は足摺岬に接岸していた。

４ 考察

1 月 19 日や 1 月 29 日の事例では、良漁場として予測された場所で漁船が操業していなか
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ったため、充分な予測の検証はできなかった。

3 月 2 日の事例では、岸近くの海域が良漁場と予測され、その場所で実際に漁獲があった。

過去の報告によると、1～4 月に黒潮が接岸した際には、岸近くに水温フロントが形成され、

そこが漁場となる（林 2022）。当日も黒潮が接岸していたことから、過去の事例と類似し

た状況だったことが推測される。
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図１ 2023 年 1 月 19 日の漁獲場所及び漁場予測（左）、当日の表層水温（右）

左図中で、色の濃くなっている範囲が、良漁場と予測された場所を示す

（図２及び図３も同じ）。

左図中の□は、探索船のうち、GPS ロガー搭載船 1 隻がメジカの漁獲を試みた場所。

うち色付きが漁獲場所。○は、他の 6 隻の探索船がメジカの漁獲を試みた場所。

うち色付きが漁獲場所。
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図２ 2023 年 1 月 29 日の漁獲場所及び漁場予測（左）、当日の表層水温（右）

矢印の先が漁獲場所。

図３ 2023 年 3 月 12 日の漁獲場所及び漁場予測（左）、当日の表層水温（右）

矢印の先が漁獲場所。
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